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それではご覧ください



6. 常識の転覆
• ⾼等教育研究者の常識︓ヨーロッパの⾼等教育は3年制の専⾨教育
• 2000年頃〜この常識の転覆︓リベラル・アーツ（＆サイエンス）を⾼等教育に再導⼊
 リベラル・アーツのみを教育する組織の設⽴︓オランダ（university college） , イギリ

ス（department of liberal arts (& sciences)、4年制課程も）など。
 教育課程の⼀部にリベラル・アーツを導⼊︓⾹港（ 4年制課程に変更、

general(liberal) educationを必修化）、オーストラリア（majorの整理、
breadthの導⼊）、（中国（素質教育の必修化、学院制度の導⼊）など。

 エリートセクターで開始。グローバル化する労働市場で成功するためのtransferable
knowledgeの涵養を⽬的 ⇔ educated citizen

• 今後を注視︕



7. 近年の⽇本
• ⼤綱化以降︓教養教育（⼀般教育）の⽐重は低下したが、廃⽌には⾄らなかった。
⼀般教育担当組織、教員区分の廃⽌⇒全学出動
 ʻスキル化・リメディアル化ʼ︓IT関連科⽬、英語（会話）、ライティング、初年次教育、キャリ

ア教育の普及⇒学習者の学⼒⾯での⾼⼤接続が容易でなくなった状況への対応。
• 2000頃〜の変化
⾼年次教養教育︓学部3〜4年次、⼤学院における教養教育⇒専⾨を究めつつ、他⽅で

思考の柔軟性を⾼め、学習の統合を図る。
それにともなう、担当組織設置（リベラルアーツ研究教育院、基盤教育センターetc.）。

• こうした動向が定着するのか、要観察。
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